
症状に応じた療養先を一元調整
入院医療コントロールセンター開設

重症病床を確保するためのフォローアップ
患者搬送ネットワーク構築

政令市と共同でワンストップ新型コロナ
医療相談センターを設置

安心の自宅・宿泊施設療養
見守り体制の構築･パルスオキシメーター等の提供 妊産婦フォローアップシステム構築

手厚い妊産婦への対策

■全国で初めて、治療の必要な患者を早期に医療機関につなぐた
め、入院医療コントロールセンターを令和２年３月に設置。
■府全域の療養先を一元管理し、医師の判断のもと、的確な療養先
の確保、病状の急変や救急搬送時の受入医療機関の確保などに
24時間体制で対応。

■全国で初めて、症状が改善した患者を重症者用病床から中等症・軽
症病床、宿泊療養施設に機動的に搬送する「下り搬送」、逆に症状が
悪化した患者を搬送する「上り搬送」の仕組みを構築し、病床を効
率的に運用。
■患者の医療機関への搬送は、無料のタクシー輸送を実現。

■軽症や無症状の方が療養できる民間宿泊施設での療養を令和２
年４月から、いち早く開始。
■宿泊施設には看護師が２４時間常駐し、療養者の健康状態を把握
し、医師による健康相談や、病状に応じた薬剤投与や入院調整も
実施。
■自宅で療養される方には、保健所が毎日電話で健康状態を確認。
令和３年１月からは、全国に先駆けて、血中の酸素濃度を測る「パ
ルスオキシメーター」や体温計を全員に配布し、容体急変時に迅
速に対応。あわせて、食料品やマスクなどの生活必需品も提供。

■全国で初めて、全額公費負担で希望する全ての妊婦がPCR検査を
受けられるようにするとともに（後に全国で制度化）、通常のコロ
ナ受入病床とは別に、妊産婦用の病床を確保し、安心して出産で
きる環境を確保。

■発熱症状などがある方の相談窓口として、政令市の京都市と共同
して、２４時間３６５日対応のコールセンターを、令和２年１１月
に設置。
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